
天皇杯 学園大、初挑戦で涙
ロアッソもＰＫ戦で惜敗

　第 89 回天皇杯全日本サッカー選手権（日本サッカー協

会、Ｊリーグ主催、共同通信社、ＮＨＫ共催）第２日は９

月 20 日、各地で１回戦 14 試合を行った。熊本代表で初

出場の熊本学園大は宮崎市生目の杜運動公園陸上競技場で

ＪＦＬのホンダロック（宮崎）に０－４で敗れた。

　学園大は前半 19 分に相手ＦＷ原田洋志に先制ゴールを

許すと、同 43 分に左ＣＫから原田に再びゴールを割られ

流れを失った。０－２で迎えた後半は立ち上がりの３、５

分に手痛い連続失点。原田にハットトリックを許した。

　ロアッソ熊本は 10 月 11 日の２回戦から登場。県民総

合運動公園陸上競技場で同じＪ２の横浜ＦＣと対戦。延長

を終えて２－２からのＰＫ戦２－４で惜敗した。

　熊本はＦＷに藤田俊哉と木島良輔を置く４・４・２の布

陣。後半４分、木島からの横パスをＭＦ吉井孝輔が押し込

んで先制したものの、同２７分に相手ＦＫから頭で合わせ

られて追いつかれた。

　１－１の延長後半 10 分、途中出場のＭＦ西森正明がＦ

Ｋを直接決めて勝ち越したが、終了間際に再び相手ＦＫか

らヘディングで同点ゴールを許してＰＫ戦に突入。ＰＫ戦

は全員成功の相手に対し、熊本は２人失敗した。

【２面に関連記事】【１回戦・熊本学園大─ホンダロック（宮崎）】前半 39 分、相手ゴール前のＦＫに飛び込む
熊本学園大のＤＦ高谷（右から２人目）＝宮崎市生目の杜運動公園陸上競技場
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天皇杯
　熊本学園大は格上チームのパワー、技術に対応

できず完敗した。

　中盤を完全に支配された。若さを生かし運動量

で盛り返そうとしたが、守備の時間が長くなり集

中力が落ちた。相手の拙い攻めにも助けられ計４

失点で食い止めたが、１点をかえすことはできな

かった。

　ホンダロックは地力を見せた。ただ、後半は再

三の好機に決定力が伴わず、２点を追加するにと

どまった。

　「正直悔しいです」。熊本学園大の高原大志主将

は予想以上の大敗にうなだれた。創部 59 年目で

臨んだ初舞台は苦いものになった。

　「格上相手に番狂わせを起こすつもりで臨んだ

が、点差以上に力の差を感じた」と左ＳＨの増村

孝弘。自陣に押し込まれ、思うように攻撃を展開

できなかった。「相手は突破力のある選手ばかり。

徐々にマークも甘くなり失点を重ねてしまった」

と高原主将。「九州大学リーグ１部への復帰を目

指しているが、良い勉強になった」と青山武司監

督。高原主将は「90 分間集中力を保ち、失点ゼ

ロに抑えられるようなチームに変えていきたい」

と話していた。

　 第 42 回の全国高等専門学校（高専）サッカー

選手権が８月 22 ～ 25 日、八代市で初めて開か

れた。県営八代運動公園陸上競技場をメーン会場

に熱戦が繰り広げられ、近畿大工業高専が優勝し

た。

　全国から 16 校が参加。近畿大は初戦から危な

げなく勝ち上がり、決勝で福井高専を４－０で圧

倒した。３位は宇部高専、宮城高専。地元開催校

で出場した八代高専は１回戦で東海地区代表の鈴

鹿高専と対戦したが１－４で敗れた。

　九州代表では鹿児島高専が神戸市立高専（関西）

に３－４、佐世保高専が茨城高専（関東）に１－

２といずれも１回戦で敗退した。

　ロアッソ熊本はセットプレー守備のほころびを

突かれ、２度のリードを生かせなかった。

　序盤から豊富な運動量で攻守とも優位に展開。

ボールを奪った後は素早く相手の裏を突いた。後

半４分の先制点はゴール前で西から木島、吉井と

短いパスをつなぐ得意のパターン。いったん追い

付かれた後も集中力を切らすことなく延長後半の

勝ち越しにつなげたが、終了間際に再びＦＫから

失点。勝負どころで踏ん張れなかった。

　横浜ＦＣは数少ない好機を生かした集中力が

光った。

　勝てばＪ１新潟との３回戦が待っていた。「お

れたちのサッカーをＪ１に見せてやるという意気

込み」（北野誠監督）通り、長短のパスにＦＷ木島、

ＭＦ西らのドリブルを絡めて相手守備陣をきりき

り舞いさせた。

　攻撃でさえたコンパクトな布陣は守備でも機

能。センターバックの福王、矢野が決定機をほと

んど与えなかった。

創部９年目の初舞台、感じた力の差 学園大

全国高等専門学校サッカー選手権大会が熊本で開催

ロアッソ痛恨、初戦で散る
横浜ＦＣにＰＫ戦負け
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０熊本学園大 ホンダロック０　前半　２
０　後半　２

得点者【ホ】原田３、山下
４

２ロアッソ熊本 　横浜ＦＣ

０　前半　０
１　後半　１

０　前半　０
１　後半　１
２　ＰＫ　４

（延長）

得点者【横】八田、難波【熊】吉井、西森

２
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　第 45 回全国社会人サッ

カー選手権県予選最終日は

６月 14 日、大津町運動公

園競技場で決勝を行い、熊

本教員蹴友団がダイナマイ

ツ八代に３－２で競り勝

ち５年ぶりの優勝を果たし

た。

　両チームともゴール前で

の集中した守りが光った戦

い。１－１で延長に突入し

た延長前半、１点ずつを取

り合ったが同後半２分、教員団は左からの折り返

しをＦＷ下田直輝が決めてダイナマイツを振り

切った。

　教員団は、佐賀で開かれた九州社会人サッカー

選手権に出場。全国出場をかけて代表決定選に臨

んだものの、沖縄かりゆしＦＣ（沖縄）に１－５

で敗れ惜しくも全国切符を逃した。

　本年度の大杉杯学生サッカー大会（県協会主催。

熊日後援）が５月 16 日から７月 12 日までの日

程で、山鹿後藤グラウンドで開かれた。優勝した

のは予選グループ A から勝ち上がったルーテル

学院大。2 位は熊本学園大。3 位は熊本大医学部

だった。ルーテル学院大と熊本学園大は NHK 杯

県サッカー選手権に出場。

　ルーテル学院大は予選で、東海大を６－１、続

く県立大を６－１で撃破。予選決勝で九州看護福

祉大を２－０で退けトップで通過した。この後の

準決勝で熊本大医学部を３－０と下した。

　　　　決勝は準決勝から登場した九州大学リー

グの熊本学園大との対戦。接戦となったが２－１

で頂点に立った。

　3 位決定戦は熊本大医学部が３－２で崇城大を

破った。

　社会人・学生が参加する県内最大のリーグ戦「第

44 回熊本県サッカーリーグ戦が８月 23 日、益

城町や八代市などで開幕した。

　12 月まで、140 チームが 15 ブロックに分かれ、

総当たりのリーグ戦で争う。

　同リーグ連盟の工藤幸史委員長は「１部優勝

チームの Kyu リーグ昇格を願うとともに、各チー

ムの健闘を期待する」と話している。

全国社会人選手権予選
教員蹴友団５年ぶりＶ

大杉杯学生サッカー大会
九州ルーテル学院大が優勝

県サッカーリーグ開幕
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Category

２
高校

　第 37 回県高校総合体育大会は６月２日、県民

総合運動公園陸上競技場でサッカー決勝を行い、

大津が３－０でルーテルを破り、８年連続 13 度

目の優勝を果たした。

　決勝は昨年と同じ顔合わせ。大津は前半 16 分、

ＤＦ岩崎司のパスを受けたＦＷ澤田崇がゴール前

にドリブルで切り込んで先制すると、前半終了間

際にはＦＷ松本大輝が追加点を奪った。後半 15

分には澤田がこの日２点目を決め、ダメ押しした。

ルーテルは組織的な守りから反撃を狙ったが無得

点に終わった。

　同大会には 63 校が参加、６日間のトーナメン

ト戦を戦った。【最終面に全国大会】

　「2008-2009 チャンピオンズリーグ熊本Ｕ－

18」は、「年間を通じた、拮抗したリーグ戦文化

の定着」を目標に各年代でスタートしているリー

グ戦。２種でも昨年度から前期、後期に分けて新

設した。

　県内の 40 チームが参加。１部、２部、３部に

分かれ、前期は昨年 11 月から３月の期間で行わ

れた。

　１部では「プリンスリーグＵ－ 18 九州２部」

の県代表権をかけて行い、学園大付が優勝。プリ

ンスリーグＵ－ 18 九州２部に出場した。２部は

文徳が、３部は宇土が優勝した。

　後期は、県高校総体終了後の６月から９月にか

けて行われ、１部はルーテルが優勝。準優勝が熊

本工、３位が熊本国府。２部では玉名が優勝。準

優勝が鹿本、３位が熊本。３部は鎮西が優勝。準

優勝が東稜、３位が天草工の成績となった。

　２部の玉名、鹿本が１部に昇格。３部の鎮西、

東稜が２部に昇格した。

　各リーグとも 90 分ゲームで行われ、肉体的に

も精神的にも疲れが出る、試合残り 20 分からの

戦いなどは、非常に見応えがあるもので、選手の

成長にも大きな役割を果たしていると感じられ

た。

　また高校総体などのトーナメント戦でも大差が

つく試合が少なくなっており、リーグ戦での 90

分の戦いが好影響を与えていると思われる。

　11 月 28 日からは、「2009-2010 チャンピオ

ンズリーグ熊本Ｕ－ 18（冬期）」が始まる。

　１部優勝校は「プリンスリーグ U-18 九州２部」

に熊本県代表として出場する。

大津８連覇
ルーテル守備ラインの裏を攻略

チャンピオンズリーグ熊本 U-18 大会報告
厚 晴仁

【決勝・大津－ルーテル】前半 16 分、大津の澤田（左）が先制のゴールを決める＝県民総合運動公園陸上競技場
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　８月７日、福岡県で開

催 さ れ た 九 州 中 体 連 で、

長嶺が明野（大分）を３

－０で下して優勝。３位

に小川が入った。

　長嶺は７月 26 日の県中

体連で、小川を１－０で

下して初優勝。県大会を

振り返って長嶺の堀光晴

監督は「最後まで運動量

を落とさず、よく耐えた」

と、会心の勝利を喜んで

いた。

　８月に開かれた全国大

会では、長嶺は１回戦で

紀之川（和歌山）に０－

１で惜敗。

　県大会準優勝の小川は１回戦、志賀（滋賀）に

４－１で勝利を収めたものの、２回戦で強豪の桐

蔭学園（神奈川）に１－２で敗れた。

　第 33 回全日本少年サッカー大会

はバレイアＳＣが二年連続で全国大

会へ臨んだ。バレイアは一次ラウン

ドを４勝１分のグループ２位で突破。

福島県のＪヴィレッジで行われた決

勝トーナメント一回戦で新座片山Ｆ

Ｃ（埼玉）と対戦したが、０－２で

敗れ、ベスト８を逃した。

　バレイアＳＣ田上辰徳コーチは「全

日本少年サッカー大会で決勝トーナ

メン進出できたことを嬉しく思いま

す。過去２度、出場していますこの

大会いずれも１次ラウンド敗退と結

果が残せることができませんでした。

決勝トーナメントに懸ける重いはす

ごいもので結果が残せて安心してい

ます。出場しているチーム・選手の

レベルの高さに勉強させられる思い

でした。これを糧として今以上のチー

ムづくりに生かしていきたいと思い

ます。ご声援ありがとうございまし

た。」と感想を語る。

九州中体連 長嶺が優勝　小川３位

全日本少年サッカー
バレイアＳＣ決勝Ｔ進出
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　平成 21 年４月 19 日を皮切りに熊本市や大津

町をはじめ県内各地で４級審判員認定講習会が開

催され、多くの新しい審判員が誕生した。ユース

審判員も多く誕生し、審判に対する興味が広がっ

ていることが感じ取られる。

　また、８月 29 日には県内２級審判員の更新講

習会が大津町で行なわれ、１級インストラクター

の山口茂久氏を講師に迎え、上級審判員として必

要な知識の向上に努めた。なお、熊本県内の審判

員の人数は下表のとおりとなっている。

　平成 21 年度より審判委員会では、よりいっそ

うの知識を深め、技術の向上を図るために毎月県

内においてセミナーを開催している。審判員（レ

フェリー）は毎月第二木曜日の 19 時 30 分から

熊本農業高校グラウンドにおいて、３級ユース審

判員から１級審判員まで若手審判員を中心にフィ

ジカルコーチの指導のもと、汗を流している。

　指導者（インストラクター）は毎月第三木曜日

の 19 時から県サッカー協会事務所で行なわれ、

山城審判委員長のもと、優れた審判員を育てるた

め指導法の研究など高度な知識の研鑽に努めてい

る。どちらのセミナーも参加費は無料。参加資格

も特になく、審判員や指導者に興味のある方の積

極的な参加をよろしくお願いします。

　８月３日（月）から７日（金）にかけて、熊本

県宇城市小川町の「宇城市立ふれあいスポーツセ

ンター（熊本宇城フットボールセンター）」にて、

県内では初の４泊５日（宿泊型）の公認Ｃ級コー

チ講習会を開催した。受講者は、県内からの参加

が 16 名、福岡３名、長崎１名、山口１名、沖縄

１名、東京１名の合計 23 名。

　連日の炎天下が続く中での実技は、想像以上に

体力を消耗させたが、スタッフや受講者の「指

導」に対する熱意によって、５日間の全日程を全

員揃って修了することが出来た。

　また、受講者の中には元ロアッソ熊本の選手や

沖縄・東京など遠方からの参加もあり、この講習

会で出逢えた仲間と色々な刺激を受け合い、有意

義な講習会になった。

● 2009 年度公認Ｃ級コーチ講習会【合格者：

23 名】

石川広武／稲田将吾／上田恭裕／上野賢仁／上村

健一／尾下孝太朗／隈部良太／河野祥平／佐藤祐

介／菅原一真／田尻 修／辰己由倫／谷崎宏樹／

田上潤一郎／中村幸生／仲本大樹／福本康宏／藤

井 祐／増永幸夫／宮原尚史／山本茂晴／吉田陽

祐／吉田直哉（50 音順）

審判員認定講習会が開催中

レフェリーセミナー
インストラクターセミナー開催

公認Ｃ級コーチ講習会
県内初の宿泊型で開催　

審判

技術
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「全力でボールを追いかける姿に感動」

KFA NEWS
2009

　県サッカー協会審判委員会は４年前か

ら、「障害者」の部会を立ち上げている。

活動は実技研修や審判派遣などは多岐にわ

たっている。障害者のサッカーを支援する

審判委員会の副委員長で同部会を担当する

菊本和幸さん（54）に話を聞いた。

　部会設立のきっかけは、2006 年に熊本

で開かれた「スペシャルオリンピックス」。

この大会を通じて、「もっと障害者への理

解を深めたい」と立ち上げたのが県協会

だった。日ごろの活動は、大会への審判派

遣（年間 3 回ほど）や実技指導と地道な

活動が続く。

　菊本さん自身がこの活動に取り組むきっ

かけとなったのは、「障害者にスポーツを

教える資格を取らないか」という友人たち

からの誘いだった。「障害者の方が、自分

の持てる力全てを出しきってボールを追い

かける姿にはいつも感動します」という。

　菊本さんは以前、兵庫県で全国障害者ス

ポーツ大会が開かれた時、陸上の投てき選

手（40 代・男性）のサポートを経験した。「１

週間、同じ部屋に寝泊りして、風呂やトイ

レの手伝いをしながら、バリアフリー社会

にはまだまだ程遠いと感じました」と障害

者への理解を深める。

　ここ数年、一般の人たちのサッカー大会

が多くなった。その分、障害者の大会に審

判員がなかなか集まらないのが悩みの種と

いう菊本さん。今後の抱負について、「障

害者の方と触れ合うことで、サッカーやス

ポーツの持つ素晴らしさをより学ぶことが

できた。今後は、障害者の部会をもっと活

発にして、より多くの人たちとの交流を広

げていきたい」と話している。

「
ゲ
ー
ム
を
上
手
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
、『
レ
フ
ェ
リ
ー
あ
り
が

と
う
』
と
い
わ
れ
る
と
う
れ
し
い
」
と
話
す
菊
本
さ
ん

障害者のサッカーを支援する菊本和幸さん
（審判委員会副委員長・障害者部会担当）

　第 28 回県女子サッカー選手権最終日は 10 月３日、菊陽杉並木

公園で決勝を行い、ＭＥＬＳＡ熊本ＦＣアマール（九州女子リーグ

１部）が同じクラブのソヒーア（県女子リーグ１部）との同門対決

を７－０で制し、２年連続４度目の優勝を果たした。

　両チームは 10 月 17 日に大分で開かれた九州選手権に出場した。

県女子サッカー選手権
MELSA 熊本アマールが優勝

▲

【１回戦・熊本大－矢部ＦＣ】熊本大のＭＦ長友がシュートを決める
＝益城町総合運動公園陸上競技場
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　ロアッソ熊本－横浜ＦＣ戦に先立ち、

サッカー普及イベントの「ＪＦＡフット

ボールデー 2009」が９月 23 日、試合会

場に隣接する県民総合運動公園補助競技場

であった。

　日本サッカー協会の事業の一つで、県協

会がロアッソのファン拡大を兼ねて幅広い

世代に競技に親しんでもらおうと昨年に続

き開いた。子どもから年配まで約 800 人

が参加。リフティングなどの技を競う「め

ざせファンタジスタ」、ＰＫ大会などを満

喫した。

　ロアッソの選手を交えたミニゲームもあ

り、山内竜太君（内牧小３年）は山口武士

選手が入ったチームと対戦。「ボールさば

きやフェイントがうまかった。とても楽し

かった」と笑顔を見せていた。

“ ボールは友達 ”800 人楽しむ
JFA フットボールデー 2009

ＰＫ大会のフレンドリー部門に出場した子どもたち。ロアッソ杯ＰＫ大会予
選のチャンピオンシップ部門も行われた＝県民総合運動公園補助競技場

ロアッソ熊本の山口武士選手（左）とミニゲームを楽しむ子どもたち＝県民
総合運動公園

この広報紙は、

スポーツ振興くじ助成金を受けて

実施しています
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Futsal
フットサル

　第 21 回全国レディースサッ

カー熊本県大会は６月 28 日、

MELSA 熊本グランドで 4 チー

ムによるトーナメント戦を行

い、スポーツの森・大津マリノ

スが、７年連続７度目の優勝し

た。

　大津マリノスは９月５、６の

両日、菊陽杉並木公園で開かれ

た九州大会に出場した。

　第 13 回県女子ユース（Ｕ－

18）サッカー選手権最終日は

７月 12 日、山鹿市カルチャー

スポーツセンターで決勝までを

行い、ＭＥＬＳＡ熊本ＦＣア

マールが決勝で熊本ユナイテッ

ドＳＣフローラを５－０で下

し、２年連続２度目の優勝を

飾った。ＭＥＬＳＡ熊本は 11

月に宮崎県で行われる九州大会

に出場する。

Category

５
女子

●…スキルアップフットサルパーク

　梅雨真っ只中の６月 28 日､ 前日まで大雨だっ

た会場は、ゲームの時間だけ晴れ間の見える天気。

今回は体格差が無いように、子供の参加者をＯ－

11 とＵ－ 10 に分けて実施、怪我もなく無事終

了した。

●…巻フットサルセンター　カベッサ熊本

　９月 20 日の大会には、県外から２チームが参

加。“ 他県交流 ” にもなったイベントとなった。

大会の最大の目的は、「フットサルを楽しむこと」。

付帯イベントではカテゴリー別フットサル大会や

ジャンケン大会なども開かれ、老若男女問わず楽

しめる１日になった。

　恒例の「小学生フットサルキャラバン」は、上

期に３回実施。合計約 100 人の参加者が、月出

小学校、カベッサ熊本、ウィングまつばせの会場

で、サッカーを楽しんだ。

　下期は、８～ 10 回程度、開催したいと考えて

いる。

JFA ファミリーフットサル
フェスティバル 2009withKIRIN

小学生フットサルキャラバン

大津マリノスＶ７
全国レディースサッカー県予選

MELSA 熊本 連覇飾る
                      県女子ユースサッカー選手権
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Senior
シニア 　全 8 チームを各４チームの A 組・B 組に分

けて実施された第８回全国シニア（50 歳以上）

サッカー大会は５月 16、17 日、八代市で開催

された。

　熊本県選抜は A 組２位で、代表決定戦に駒を

進めたものの、鹿児島 SFC に０－１で敗れ、惜

しくも全国大会出場を逃した。

　４月 26 日から開かれていた第 18 回熊本県シ

ニアサッカーリーグは８月 30 日、全日程を終了。

17 チームが参加したリーグ戦は、ランザ熊本シ

ニアが勝ち点 41 で優勝。自衛隊シニアは準優勝

となった。

　ねんりんピックは９月６、７日、北海道で開催。

全国からシニア（0 － 60）の 56 チームが参加。

A ブロックから N ブロックまでの 14 ブロックに

分かれ、各ブロック 4 チームでの総当たり戦で

実施された。

　熊本からは「ランザ熊本キッカーズ」が県代表

として出場し、C ブロックにおいて 1 勝 2 敗の 2

位だった。

全国シニアサッカー大会九州予選
県選抜１勝１分

県シニアリーグ　ランザ熊本が優勝

ねんりんピック 北海道で開催

Topix 　平成 22 年度の県協会 HP 改訂に合わせ、各郡

市協会・市町協会のページを、県協会 HP の中に

新設する計画を進めている。

　地域協会独自で HP を維持運営していくこと

は、技術的なこともあり、かなり難しい面がある。

そこで、統一された枠を設け、各郡市・市町協会

の情報を積極的に発信していってもらいたいと考

える。このように各地域の情報をきめ細かく発信・

共有していくことが、サッカーファミリーのさら

なる拡大につながっていくものと確信する。詳細

は、後日、各協会担当者に連絡する予定である。（郡

市協会担当）

各郡市・市町協会 HP に参加を

【
熊
本
県
選
抜
─
長
崎
県
選
抜
】
前
半
終

了
直
前
、
長
崎
県
選
抜
キ
ー
パ
ー
と
競
り

合
い
、
決
勝
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
熊
本
県
選

抜
Ｆ
Ｗ
陣
内
（
左
）
＝
県
営
八
代
運
動
公

園
陸
上
競
技
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▲
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コラム
国体

　熊本躍進天皇杯 13 位と熊本県国体選手団の活

躍が大きく新聞の紙面を飾った。

　熊本国体が終わり、10 年を経過しているが、

県勢の他競技の活躍は留まることを知らない。昨

年 20 位と低迷したが、今年度 13 位と見事復活。

昨年国体を開催した大分県は今回 14 位、２年前

開催の秋田県は 30 位と国体開催後の成績は普通

年を経るごとに降下しているが、この熊本の勢い

は何なのだろうか。

　第 64 回国民体育大会「トキめき新潟国体」へ、

９月 25 日から 10 月１日の日程で早川英明団長

（県議会議長）・山本隆生副団長（県教育長）と共

に県体協本部役員として派遣され開会式の入場行

進、各種別の試合会場へ出向き選手の激励を行っ

た。

　先行開催の水泳が好調な結果を残し、私たちが

応援したなぎなた成年女子・弓道成年男子（遠的・

近的）が優勝。レスリング、アーチェリー、ライ

フル射撃、ソフトテニス、自転車、軟式野球等が

確実に得点を挙げた。県勢の後半戦の活躍はめざ

ましく、ハンドボール（オムロン）成年女子の優

勝を筆頭に多人数競技で得点を重ねた。武道系柔

道少年女子の優勝など幅広く各種別で得点を重ね

13 位という結果につながった。

　サッカー協会の国体の昨年までの成績につい

て、少し触れたい。少年男子・成年男子は２年連

続、女子は昨年九州国体で予選落ちしている。

　その結果を踏まえて、今年度井会長の方針で、

競技力向上に向けて組織の改編を行い国体強化を

会長直轄部門として、技術と強化を連携させ技術

委員長を中心に全ての種別の強化担当者を交え

た、強化対策会議を開いて再強化へと乗り出した

ばかりである。

　協会として新たな取り組みを行っているが残念

ながら今年度も、全ての種目で本国体出場を逃し

てしまった。

　そういう状況の中で、今回体協役員として、新

潟県内各地を回り国体選手団の応援・激励を行っ

た。試合会場までの車の中や、夜の懇親等話がで

きる限り他の役員さんたちと国体について話をす

ることができた。応援する競技の情報、代表になっ

ている選手・チームの情報、監督・選手の関係や

企業の取り組みなど他競技の理事長さんもおられ

たので非常に有意義な話ができた。

　開会式で一緒に入場行進をした、なぎなた成年

女子代表の話を聞くことができた。仕事をしなが

らの練習はどうしているかと聞いたところ、早朝

午前５時から練習、勤務先での仕事を終えた後の

２回目の練習、この繰返しを６年間毎日欠かさず

今も続けているとのことだった。それが今回優勝

という結果を聞いた時、この日々のたゆまぬ努力

が今回の快挙達成の原動力だったかと改めて、選

手たちの勝負に対する執念を感じた。

　サッカーを離れて、他の競技種目を応援したり、

その競技のことを勉強したり立場を変えて物を見

ると、見えるものが違ってくる。

　サッカー競技の国体での結果が出ていないの

は、監督、コーチはもとより選手たちがこの大会

で本当に結果を出したいと本気で思って取り組ん

でいるのかと考えさせられた。

　すぐに結果につながることは難しいが、もう一

度原点に返り、練習に取り組む姿勢から見直して

強化を始める必要があることを痛切に感じてい

る。

熊本躍進　天皇杯 13 位だが…

　女子サッカーのプレナスなで

しこリーグ２部ルネサンス熊本

は、１試合を残し１勝 18 敗１

分。白星を挙げたバニーズ京都

ＳＣ戦では、水たまりができる

ピッチ条件の中、ゴール前で逆

サイドに振る鮮やかな攻撃で得

点をあげた。

　Ｊリーグ２部のロアッソ熊

本は、” パスをつなぐ攻撃サッ

カー ” がイレブンに浸透。流動

的な動きで相手ゴールを脅かし

た。

　しかし守備では集中力を欠

き、セットプレーから失点する

場面もあった。目標としている

10 位以内をめざし残り試合を

戦う。

■ 11 月以降のロアッソ試合日程

11 月８日（日） 12:30 vs 栃木

11 月 21 日（土） 17:00 vs 東京

11 月 29 日（日） 13:00 vs 富山

12 月５日（土） 12:30 vs 甲府
ロアッソ

ルネサンス

県協会専務理事

北岡長生 寄稿

※今期ホーム最終戦
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全国高校総体
　７月 28 日から開幕した全国高校

総合体育大会「2009 近畿まほろば

総体」。県代表の大津高は準々決勝

で、玉野光南（岡山）に２－０で快勝。

２年連続の４強入りを果たした。

　17、18 歳以下日本代表候補６人

を擁し、個々の能力は昨年以上とい

われた大津イレブン。

　初の決勝進出を目指した準決勝で

は、強豪の前橋育英（群馬）と激突。

終盤に猛攻を仕掛けた大津だったが、

0 － 1 で敗れ２年連続の３位に終わっ

た。【３面に県大会】

■第 35 回熊日学童五輪サッカー大会（11 月７日～ 22 日）

県協会 ･ 熊日主催。チャンピオンシップの部 128 チーム、フレ

ンドシップの部 75 チームが参加。会場は長嶺小など。

■第 35 回熊日学童五輪女子サッカー大会（11 月１、３日）

県協会 ･ 熊日主催。９チーム 132 人が参加。会場は菊陽町杉並

木公園。

■ 2009 なでしこサッカー大会〈JFA レディース＆ガールズフェス

ティバル 2009〉（11 月 23 日）

県協会主催。県民総合運動公園サッカー場。U －６＝６人制、U

－９・U －９・Ｕ－ 12・Ｕ－ 15・Ｕ－ 18・一般の部 A（30 歳

未満）・同Ｂ（40 歳未満）・同Ｃ（40 歳以上）は５人制。１チー

ム登録は 12 人まで。ダブルエントリー不可。予選リーグとブロッ

ク決勝戦。試合時間は６分－１分－６分。

■ユニクロサッカーキッズ！ in KKWING（12 月 12 日）

県民総合運動公園で。３回目。６歳以下の幼児。参加は無料。８

人制ゲーム（申し込み要）やアトラクション。参加者にはユニク

ロからユニホームプレゼント。

■第 15 回プーマカップ全日本フットサル選手権（九州大会）（12

月 12、13 日）

■公認Ｃ級コーチ養成講習会（11 月 15 日～ 12 月 20 日）

期間中の日・祝日の７日間。益城町総合運動公園と同町総合体育

館会議室で。

■平成 21 年度祝賀会及び県協会 60 年記念誌出版記念祝賀会（11

月 23 日）

■ JFA ファミリーフットサルフェスティバルスペシャルステージ

（11 月 28 日）

巻フットサルセンターカベッサ熊本などで。全国 12 カ所で開催。

熊本ではリーグ戦形式のファミリーゲームやクリニックなど。

【
サ
ッ
カ
ー
準
々
決
勝
・
大
津
─
玉
野
光
南
（
岡
山
）】
前
半
20
分
、
大
津
の
Ｍ
Ｆ
谷
口

（
中
央
）
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
を
放
つ

＝
奈
良
・
大
淀
町
平
畑
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
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会長自らの言葉でつづるブログ
随時更新中！
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理事 堀行徳（総務委員長 )、理事 山城大（審判委員長 )、理事 小野龍男（技術委員長 )、理事 河野忍（強化委員長 )、理事 藤家澄夫（規律・
フェアプレー委員長 )、理事 満田和浩（事業委員長 )、理事 高野定（スポーツ医科学委員長 )、理事 印南静男（１種委員会社会人部会 )、
理事 野田秋夫（１種委員会学生部会長 )、理事 渕田邦彦（１種委員会学生部会 )、理事 佐藤良広（２種委員長 )、理事 池田政秀（３
種委員長 )、理事 原弘明（３種委員会 )、理事 荘口雄二（４種委員長 )、理事 長坂雅雄（４種委員会 )、理事 荒川光夫（女子委員長 )、
理事 山本武道（シニア委員長 )、理事 岩本芳久（フットサル委員長 )、理事 宮本和史（郡市協会担当 )、理事 武田昭二（キッズプ
ロジェクトリーダー )、監事 緒方史郎、監事 中山重臣
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